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　５
月
11
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
公
平
公
正
を

旨
と
し
て
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
徹
し

て
い
き
ま
す
。

　現
在
、
渦
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

は
じ
め
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
行

政
に
対
す
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は

さ
ら
に
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
事
業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

ど
う
執
行
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
が
将
来

の
羽
村
市
に
と
っ
て
ど
う
生
か
さ
れ
て

い
く
の
か
。
市
民
の
皆
様
の
思
い
が
反

映
さ
れ
、
「
住
み
続
け
た
い
羽
村
市
」

に
な
る
よ
う
鋭
意
働
い
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
議
会
の
見
え

る
化
を
通
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
全
力
で
地
方
自
治
の
進
展

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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就任のごあいさつ

冨松　崇　副議長 中嶋　勝　議長

新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
P2
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新たな議会構成

新
し
い

議
会
の
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た

　
５
月
11
日
・
14
日
に
第
４
回
羽
村
市
議
会
臨
時
会

を
開
催
し
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
中
嶋
勝
議
員
、
副
議
長
に
冨
松
崇
議
員
を
新

た
に
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
、
２
つ
の
特
別
委
員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
と
と

も
に
、
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
を
互
選
し
、
新
し

い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
馳
平
耕
三

議
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

委員会名 委員長 副委員長 委　員

常
任
委
員
会

総務委員会 高田　和登 鈴木　拓也 冨松　　崇　　富永　訓正
馳平　耕三　　石居　尚郎

経済委員会 山崎　陽一 大塚あかね 櫻沢　　康　　秋山　義徳
印南　修太　　中嶋　　勝

厚生委員会 濱中　俊男 浜中　　順 梶　　正明　　西川美佐保
水野　義裕　　門間　淑子

議会運営委員会 富永　訓正 水野　義裕
秋山　義徳　　高田　和登
鈴木　拓也　　石居　尚郎
濱中　俊男　　門間　淑子

特
別
委
員
会

羽村市多摩都市モノレール建
設促進及び公共交通対策特別
委員会

大塚あかね 印南　修太

櫻沢　　康　　冨松　　崇
中嶋　　勝　　鈴木　拓也
馳平　耕三　　石居　尚郎
濱中　俊男

羽村市基地対策特別委員会 西川美佐保 梶　　正明

秋山　義徳　　高田　和登　
浜中　　順　　富永　訓正
山崎　陽一　　水野　義裕
門間　淑子

広報委員会 冨松　　崇 山崎　陽一
櫻沢　　康　　浜中　　順
大塚あかね　　西川美佐保
石居　尚郎　　濱中　俊男

議　長 中嶋　勝 副議長 冨松　崇
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監査委員 馳平　耕三

　

一部事務組合・広域連合 議　員

瑞穂斎場組合議会 櫻沢　　康　　浜中　　順　　濱中　俊男

西多摩衛生組合議会 高田　和登　　水野　義裕　　門間　淑子

青梅、羽村地区工業用水道企業団議会 印南　修太　　西川美佐保　　山崎　陽一

羽村・瑞穂地区学校給食組合議会 富永　訓正　　鈴木　拓也　　石居　尚郎

東京たま広域資源循環組合議会 冨松　　崇

福生病院企業団議会 秋山　義徳　　梶　　正明　　大塚あかね

東京都市町村議会議員公務災害補償等組合議会 中嶋　　勝

　

協議会等 議員・委員

三多摩上下水及び道路建設促進協議会 中嶋　　勝（理事）

第１委員会（上水道） 浜中　　順

第２委員会（下水道） 大塚あかね

第３委員会（道　路） 櫻沢　　康

三鷹・立川間立体化複々線促進協議会 中嶋　　勝　　山崎　陽一

全国市議会議長会基地協議会 中嶋　　勝

多摩地域都市モノレール等建設促進協議会 中嶋　　勝　　大塚あかね　　

東京都三多摩地区消防運営協議会 中嶋　　勝

西多摩地域広域行政圏協議会審議会 中嶋　　勝　　冨松　　崇　　高田　和登

一般社団法人大多摩観光連盟 中嶋　　勝

　

市の付属機関 議員・委員

羽村市都市計画審議会 櫻沢　　康　　浜中　　順　　富永　訓正
山崎　陽一　　水野　義裕

羽村市土地開発公社評議員 秋山　義徳　　梶　　正明　　高田　和登
鈴木　拓也　　大塚あかね　　西川美佐保

羽村市土地開発公社監事 馳平　耕三
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

■ 

第
３
回
臨
時
会
（
４
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専

決
処
分
の
報
告
３
件
、
補
正
予
算
案
件
１
件
、
合
わ
せ
て
４
件
を

承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

第
４
回
臨
時
会
（
５
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
に
関
す
る
議
案
１
件
、
そ
の
他
の
議
案
２
件
、
合
わ
せ
て
３
件

を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

第
５
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
に
関
す
る
議
案
４
件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
専
決
処
分
の
報

告
２
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
合
わ
せ
て
12
件
を
可
決
・
承
認
・

同
意
し
ま
し
た
。

　 

審
議
し
た
陳
情
２
件
は
、
１
件
が
不
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
の
た
め
、

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案

■�

７
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
完
了
さ
せ
る
た
め
の

追
加
経
費
等
を
計
上

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

【
主
な
内
容
】　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
４
０
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
億
４
７
８
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
承
認

質
疑

接
種
予
約
の
変
更
の
状
況
は
。

　
　
予
約
の
変
更
を
す
る
た
め
に
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
約
３
０
０
０
人

分
の
予
約
の
移
動
の
電
話
を
し
た
。

接
種
を
週
６
日
体
制
に
強
化
す
る

た
め
の
医
師
や
看
護
師
の
確
保
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　
　
医
師
の
確
保
は
で
き
て
い
る
。
看

護
師
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
　

　
　
接
種
会
場
運
営
委
託
料
の
委
託
先

と
委
託
内
容
は
。

　
　
接
種
回
数
を
増
や
す
た
め
、
火
・

金
曜
日
の
終
日
、
土
曜
日
の
午
前
中
を

追
加
し
た
こ
と
に
伴
う
接
種
会
場
の
運

営
委
託
料
で
あ
る
。
設
営
と
運
営
は
株

式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
駐
車
場
の
整
理
・
誘

導
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。

集
団
接
種
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
市
民

へ
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
65
歳
以
上
の
方
に
接
種
券
と
同
時

に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
・
公
式
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
も
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
等
の
経
費
を
計
上

令
和
３
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

　

【
主
な
内
容
】　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
２
０
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
５
億
５
６
０
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決
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議 案 審 議

■�

損
害
賠
償
額
を
決
定

【
主
な
内
容
】

　
市
内
在
住
者
が
市
道
４
０
１
７
号
線

の
歩
道
に
設
置
さ
れ
た
消
火
栓
の
止
水

弁
に
つ
ま
ず
き
、
転
倒
し
負
傷
し
た
事

故
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る

も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

事
故
の
再
発
防
止
策
は
。

　
　
事
故
現
場
は
、
止
水
弁
の
移
動
を

行
っ
た
。
市
内
全
域
を
調
査
し
、
問
題

が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
歩
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
。

■�

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　
副
市
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
小
林

宏
子
氏
を
副
市
長
に
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

【
任
期
】　
令
和
３
年
８
月
１
日
～
令
和

７
年
７
月
31
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
同
意

採
　
　択
　
原
子
力
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
政
策
転
換
し
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
た
め
の
開
発
努
力
を
進
め
る
べ
き
。

問
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
原
子
炉

を
こ
の
ま
ま
使
い
続
け
る
こ
と
は
賛
成

で
き
な
い
。�

(

令
和
か
が
や
き)

趣
旨
採
択
　
陳
情
内
容
に
あ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
目
標
達
成
ま

で
、
現
段
階
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
計
画
と
な
る
よ

う
検
討
が
必
要
で
あ
る
。�

(

公
明
党)

採
　
　択
　
気
候
変
動
の
原
因
と

な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
大
幅
削

減
に
向
き
合
う
べ
き
。
危
険
な
原
子
力

発
電
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
託
す
る
こ
と
は

到
底
で
き
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画
的
な
努
力

が
抜
本
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　�

（
日
本
共
産
党
）

趣
旨
採
択
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
は
安
定
的
な
電
気
供
給
は
難

し
い
。
原
子
力
依
存
度
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
は
必
要
だ
が
、
原
子
力
発
電
停
止

は
現
実
的
で
は
な
い
。
趣
旨
に
は
賛
同

で
き
る
が
部
分
的
に
難
し
い
点
が
あ
る
。

�

（
新
政
会
）

採
　
　択
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
原
子
力
や
火
力
に
比
べ
、
小
型

化
・
分
散
が
可
能
で
災
害
時
の
対
応
に

陳
　情

■�

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割

合
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
要
旨
）

１
　
２
０
３
０
年
度
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
力
目
標
を
60
％
以
上
、

２
０
５
０
年
度
は
１
０
０
％
と
す
る
。

２
　
原
子
力
発
電
は
停
止
し
、
廃
炉
に

向
け
た
計
画
と
し
、
石
炭
火
力
発
電
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
廃
止
す
る
。

３
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
に

推
進
す
る
施
策
へ
の
転
換
を
早
急
に
進

め
る
。

　
以
上
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

【
議
決
結
果
】　
趣
旨
採
択

討
論

趣
旨
採
択
　
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

施
策
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
は
賛
成

だ
が
、
目
標
値
は
現
実
的
な
数
値
と
は

言
え
な
い
。�

（
新
緑
会
）

も
適
し
て
い
る
。
構
成
比
を
さ
ら
に
高

い
目
標
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
、
市
議

会
が
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

趣
旨
採
択
　
２
０
５
０
年
ま
で
に

脱
炭
素
を
実
現
す
る
た
め
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
施
策
へ
の

転
換
を
進
め
る
こ
と
は
賛
成
。
し
か
し
、

目
標
を
１
０
０
％
と
す
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
脱
炭
素

電
源
の
多
様
化
が
目
標
達
成
に
は
重
要

で
あ
る
。�

（
自
由
民
主
党
創
生
）

採
　
　択
　
パ
リ
協
定
は
、
気
温

上
昇
を
産
業
革
命
以
前
か
ら
２
℃
以
内

を
目
標
に
し
て
い
る
。
Ｃ
０
２
排
出
実

質
ゼ
ロ
宣
言
の
自
治
体
は
全
国
に
広
が

っ
て
お
り
、
自
治
体
の
努
力
も
必
要
。

�

（
世
論
）

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継
　（
６
月
15
日
・
６
月

30
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　 請願・陳情の願意につ
いては十分理解できる

が、当分の間は願意を実現するこ
とが困難な場合などに、「趣旨に
は賛成である」という意味の議決
をすること。

趣旨採択とは・・・
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■市長提出議案の議決結果

議 案 の 議 決 結 果

＜第３回臨時会（４月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 ]
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の
承認を求める。

承認
専決処分の承認を求めることについて〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例 ]
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の
承認を求める。

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市介護保険条例の一部を改正する条例 ]
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による介護保険料の減免措置を延長するため、条
例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の承認を求める。

令和 3 年度羽村市一般会計補正予算（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 4,440 万円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 222 億 8,040 万円とする。 原案可決

＜第４回臨時会（５月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

羽村市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の期末手当について、基準日において在職し、健康保険法の適用を受け、6 月以上の任用期間
がある者を支給対象としているが、健康保険法の適用を受けない学生及び後期高齢者医療の被保険者についても、
健康保険法の適用を受ける者と同様の勤務条件で勤務する後期高齢者医療の被保険者等を支給対象に加えるた
め、条例の一部を改正する。

原案可決

監査委員の選任について
監査委員の辞職に伴い、馳平耕三氏を委員に選任したいので、議会の同意を求める。

【任期】　令和 3 年 5 月 11 日〜令和 5 年 4 月 30 日
原案同意

損害賠償額の決定について
市が管理する羽村市立羽村第二中学校テニスコート敷地内の樹木の枝が隣接する住宅敷地内に越境し、相手方の
住宅の雨どいを損傷させた事故に対する損害賠償額を決定する。

原案可決

■各 会 派 の 賛 否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　□…趣旨採択　　　
■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党
 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡
　
例

＜第5回定例会（６月）で賛否の分かれた議案＞

件名・概要
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)
羽村市事務手数料条例の一部を改正する条例
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関
する法律の施行に伴い、行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律の一部が
改正され、マイナンバーカードの発行手数料は地方公
共団体情報システム機構が定め、機構からの委託に基
づき市区町村において徴収することとなるため、条例
の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 原案可決

ぎかいのトビラ（令和 3.8.1）7

議 案 の 議 決 結 果

＜第５回定例会（６月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決
結果

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〕
新型コロナワクチン接種医師の報酬単価を新たに規
定するため、条例の一部を改正する必要が生じ、専
決処分したため、議会の承認を求める。

承認

専決処分の承認を求めることについて
〔令和3年度羽村市一般会計補正予算（第3号）
Ｐ4参照
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行
規則の一部を改正する省令の施行に伴い、条例の一
部を改正する。

原案
可決

羽村市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
関係法令の一部改正に伴い、条例の一部を改正する。
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
関係法令の一部改正に伴い、条例の一部を改正する。

　

件名・概要 議決
結果

副市長の選任について
Ｐ5参照

原案
同意

固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、秋
間雅樹氏を委員に選任したいので、議会の同意を求
める。
【任期】令和3年7月１日〜令和6年6月30日
令和3年度羽村市一般会計補正予算（第4号）
Ｐ4参照

原案
可決

令和3年度羽村市介護保険事業会計補正予算
（第1号）
歳入歳出それぞれ430万円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 38億6,850万円とする。
令和3年度羽村市一般会計補正予算（第5号）
歳入歳出それぞれ4,470万円を増額し、補正後の予
算額を歳入歳出それぞれ 226億70万円とする。
損害賠償額の決定について
Ｐ5参照

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 新 共 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (1) (1) (1) (1)

「国民万歳条例」の制定を求める陳情 総務
委員会 × × × × × × × × 不採択

エネルギー基本計画における再生可能エ
ネルギー電力の割合を高めることを求め
る意見書提出を求める陳情書

厚生
委員会 □ □ ― □ ― ― ― □ 趣旨採択※

※ 趣旨採択を求める討論と採決（採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と
決定しました。（―は趣旨採択に反対）

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での
　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

日本共産党
秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

新 政 会新 緑 会
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市政について問う

一
般	

質	

問

一
般
質
問
と
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
全
般
に

つ
い
て
の
議
員
の
質
問
で
す
。

第
５
回
定
例
会
で
は
、

６
月
10
日
、
11
日
、
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

《Ｑ》イベント等の事業の見直しをどう考えているか
《Ａ》財政の健全化へは、さらに踏み込んだ見直しが必要

橋
本
市
長
の
施
政
方
針
を聞

く

 

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

た
羽
村
市
政
を
、
橋
本
市
長
は

ど
の
よ
う
な
考
え
と
決
意
の
も

と
、
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ド
さ
れ
、

未
来
あ
る
羽
村
市
を
ど
の
よ
う

に
築
い
て
い
く
の
か
。

質
問
　学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
の

充
実
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　羽
村
市
学
校
ト
イ
レ
改

修
（
洋
式
化
）
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。

質
問
　国
は
個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
自
治
体
に
求
め
て
い
る
。

策
定
は
必
須
と
考
え
る
が
。

市
長
　要
支
援
者
の
優
先
度
を

考
慮
し
た
上
で
、
個
別
避
難
計

画
の
作
成
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
の
検
証
に
は
見
通
し
が
必
要
、

同
時
に
有
効
で
効
率
的
な
事
業

の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
が
。

市
長
　令
和
２
年
度
か
ら
４
年

間
は
計
画
ど
お
り
整
備
を
進
め

る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

や
現
状
を
整
理
し
、
検
証
項
目

や
内
容
を
洗
い
出
し
て
い
く
。

質
問
　イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
の

見
直
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　財
政
健
全
化
へ
は
、
踏

み
込
ん
だ
見
直
し
が
必
要
。

質
問
　水
上
公
園
は
年
間
を
通

し
て
有
効
活
用
で
き
る
施
設
に

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。

市
長
　整
備
規
模
や
内
容
、
事

業
費
、
財
源
の
確
保
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
方
向
性
を
示
す
。

質
問
　動
物
公
園
の
将
来
的
な

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　幅
広
い
資
金
調
達
等
の

新
た
な
手
法
で
、
動
物
の
展
示

方
法
見
直
し
、
設
備
改
修
、
売

店
充
実
等
を
図
り
、
魅
力
を
高

め
、
入
園
者
数
の
増
加
や
動
物

公
園
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋

げ
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

市長の所信と市政運営の状況が述べられ
ている市長所信表明要旨

ぎかいのトビラ（令和 3.8.1）9

《Ｑ》デジタル孤立の支援策を検討しては

《Ａ》現状を把握し要因を分析した上で検討する

社
会
的
孤
立
対
策
の
強
化
を

質
問

　通
信
機
器
等
の
貸
与
等
、

デ
ジ
タ
ル
孤
立
の
支
援
策
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

　デ
ジ
タ
ル
孤
立
の
現
状

を
把
握
し
、
要
因
を
分
析
し
た

上
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自

殺
対
策
を
強
力
か
つ
総
合
的
に

進
め
る
上
で
の
市
の
考
え
は
。

市
長

　職
員
に
※
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
も
開
始
し
て
い

る
。
「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対

策
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
地
域
自

殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

参
考
に
、
羽
村
市
自
殺
対
策
計

画
を
策
定
し
た
。
市
の
施
策
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て
も
セ
ン

タ
ー
に
報
告
を
行
っ
て
お
り
、

全
国
の
状
況
や
課
題
を
関
係
者

で
共
有
し
、
対
策
の
推
進
が
図

れ
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
自
殺
対
策
の
強

化
に
努
め
て
い
く
。

質
問

　本
年
４
月
、
社
会
福
祉

法
が
改
正
さ
れ
、
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
が
始
ま
っ
て
い

る
。羽
村
市
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

市
長

　重
層
的
支
援
体
制
が
羽

村
市
に
と
っ
て
有
効
な
仕
組
み

で
あ
る
か
、
研
究
し
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

質
問

　市
と
し
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
悩
み
相
談
を
積
極
的

に
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

　市
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
、市
の
関
係
部
署
が
連
携

し
、積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　早
期
発
見
の
仕
組
み
づ

く
り
の
今
後
の
進
展
に
つ
い
て
。

教
育
長
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

関
わ
る
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

学
校
に
示
し
て
い
く
。

※�

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
…
悩
ん
で
い
る
人
に

気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の

こ
と
。

石居 尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》「避難指示」などの避難情報を市民に周知すべき

《Ａ》今後も防災訓練などで定期的・継続的に周知する

災
害
対
策
基
本
法改正

に
つ
い
て

質
問

　災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
で
避
難
情
報
の
表
現
が
「
緊

急
安
全
確
保
」
「
避
難
指
示
」

「
高
齢
者
等
避
難
」
な
ど
に
変

更
に
な
っ
た
。
今
後
も
定
期
的
・

継
続
的
に
周
知
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

市
長

　今
後
も
防
災
訓
練
や
地

域
の
出
前
講
座
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
を
捉
え
て
、
定
期

的
・
継
続
的
に
周
知
を
図
る
。

質
問

　避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
事
前
公
表
同
意
者
数
は
。

市
長

　総
数
５
７
４
６
人
の
う

ち
、
事
前
公
表
同
意
者
は
３
５

５
２
人
で
あ
る
。

質
問
　名
簿
の
更
新
方
法
は
。

市
長
　新
規
対
象
者
に
は
制
度

説
明
及
び
同
意
確
認
の
通
知
を

郵
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
き
、
死
亡
や

転
入
・
転
出
等
に
伴
う
更
新
を

毎
月
行
っ
て
い
る
。

質
問

　総
務
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
羽
村
市
は
避
難
支
援
関
係

者
等
と
し
て
、
他
の
自
治
体
に

は
な
い
「
交
通
安
全
推
進
委
員

会
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
市
の

意
図
を
問
う
。

市
長

　円
滑
か
つ
迅
速
に
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
生
命

や
身
体
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
で
あ
る
。

質
問

　法
改
正
で
避
難
行
動
要

支
援
者
の
個
別
計
画
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。
作
成
し
て
い
る

人
数
は
。

市
長
　現
在
、
個
別
避
難
計
画

を
作
成
し
て
い
る
方
は
い
な
い
。

質
問
　内
閣
府
が
公
表
し
た
防

災
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
、

市
の
方
針
と
体
制
は
。

市
長
　庁
内
で
の
調
整
後
、
支

援
を
す
る
関
係
者
と
の
連
携
体

制
の
構
築
を
検
討
す
る
。

高田 和登 議員（新緑会）

新たな避難情報のポスター・チラシ

デジタル孤立対策の推進を（イメージ）

■
そ
の
他
の
質
問

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
市
税
等
の
納

付
に
つ
い
て
」
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《Ｑ》公共施設の女性用トイレに、生理用品配備を

《Ａ》備蓄物資の入れ替えの際の活用方法の一つとして検討

女
性
の
貧
困
対
策

「
生
理
の
貧
困
」
に
つ
い
て

　「
生
理
の
貧
困
」
と
は
、
生

理
用
品
を
買
う
お
金
が
な
い
等

の
こ
と
で
、
民
間
団
体
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

東
京
都
か
ら
生
理
用
品
の
備
蓄

品
が
各
自
治
体
に
配
布
さ
れ
、

大
き
く
前
進
し
た
。

質
問
　本
年
３
月
に
都
か
ら
配

布
さ
れ
た
生
理
用
品
の
活
用
は
。

市
長
　１
８
０
パ
ッ
ク
の
う
ち
、

市
内
の
小
・
中
学
校
へ
８
パ
ッ

ク
ず
つ
計
80
パ
ッ
ク
を
配
布
し
、

保
健
室
等
に
配
備
。
残
り
の

１
０
０
パ
ッ
ク
は
、
希
望
す
る

市
民
に
、
先
着
順
で
６
月
10
日

か
ら
市
役
所
に
て
配
付
を
開
始

し
て
い
る
。

質
問
　備
蓄
品
入
れ
替
え
の
際

に
は
廃
棄
せ
ず
、
公
共
施
設
及

び
学
校
施
設
等
で
活
用
で
き
る

仕
組
み
を
整
え
て
は
。

市
長
　衛
生
面
や
管
理
面
な
ど

考
慮
し
つ
つ
、
活
用
す
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　公
共
施
設
及
び
学
校

施
設
等
の
女
性
用
ト
イ
レ
に
、

常
時
生
理
用
品
を
配
備
で
き

な
い
か
。

市
長
　今
後
、
備
蓄
物
資
の
入

れ
替
え
の
際
の
活
用
方
法
の
一

つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

「
第
六
次
長
期
総
合
計
画
」

に
つ
い
て

質
問
　今
ま
で
の
長
期
総
合
計

画
の
作
り
方
と
の
違
い
、
コ
ロ

ナ
後
の
生
活
へ
の
視
点
は
。

市
長
　将
来
の
ま
ち
の
姿
を
示

す
基
本
構
想
を
定
め
た
上
で
、

基
本
計
画
を
策
定
す
る
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
視
点
を
持
ち
、

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」、「
成

長
を
は
ぐ
く
む
」、「
ス
マ
ー
ト

に
く
ら
す
」
等
５
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
設
定
。
市
と
市
民
・
事

業
者
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

西川 美佐保 議員（公明党）

《Ｑ》団体の負担が増えないよう補助制度の考えは
《Ａ》小・中学校については負担軽減を図っていく

羽
村
市
自
然
休
暇
村
に
つ
い
て

質
問
　予
約
さ
れ
て
い
た
54
団

体
へ
の
説
明
は
。

市
長

　団
体
の
皆
様
に
は
、
電

話
連
絡
お
よ
び
、
市
や
指
定
管

理
者
か
ら
の
文
書
に
よ
り
、
施

設
閉
館
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

質
問
　自
然
休
暇
村
の
解
体
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長
　北
杜
市
や
土
地
所
有
者

で
あ
る
山
梨
県
か
ら
、
民
間
企

業
へ
の
譲
渡
な
ど
に
よ
る
有
効

活
用
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
自
治
体

と
も
連
携
協
力
し
、
６
か
月
程

度
を
目
途
に
譲
渡
先
の
調
査
を

行
っ
て
い
く
。
解
体
に
つ
い
て

は
、
譲
渡
の
可
否
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
設
計
、
解
体
に
着
手
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

質
問
　小
・
中
学
校
や
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
青
少
年
団
体
や
保
育

園
な
ど
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
、
別
の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
。
団
体
の

事
業
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に

補
助
制
度
な
ど
の
考
え
は
。

市
長
　小
・
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
移
動
教
室
で
利
用
し
て
き

た
が
、
今
後
も
従
来
か
ら
の
補

助
制
度
に
な
ら
い
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、
北
杜
市
内
の
宿
泊
施
設

を
市
内
の
団
体
や
市
民
が
利
用

す
る
際
に
、
割
引
な
ど
の
特
典

を
付
け
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、北
杜
市
と
協
議
し
て
い
く
。

冨松 崇 議員（新政会）

生理用品が希望者に配布されました

廃止された羽村市自然休暇村
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《Ｑ》デジタル機器に不慣れな方への配慮が必要だが《Ｑ》学校のトイレに生理用品の配備を！

《Ａ》保健室で対応する

学
校
、
公
共
施
設
に
生
理
用

品
を
配
備
し
て
は
ど
う
か

　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
配
備
す
る
こ
と
は
、
「
生
理

の
貧
困
」
の
問
題
だ
け
で
は
な

い
。
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
生
理
用
品
を
持

ち
込
む
姿
を
他
人
に
見
ら
れ
る

こ
と
が
な
く
な
り
、
児
童
・
生

徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
。
保
健
室
に
借
り

に
い
き
、
授
業
に
遅
れ
る
と
い

う
教
育
の
損
失
も
な
く
な
る
。

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
に
繋
が
る
。

質
問

　学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
配
備
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　管
理
面
、
衛
生
面
で

の
課
題
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
保
健
室
で
養
護
教

諭
が
対
応
し
、
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
を
望
む

質
問

　若
者
が
介
護
を
担
う
こ

と
は
学
業
や
進
学
に
影
響
を
及

ぼ
す
場
合
も
あ
る
。
市
内
の
現

状
把
握
を
行
う
べ
き
で
は
。

市
長

　要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
理
解
を
深
め
、

小
・
中
学
校
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
実
態

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

質
問

　学
校
内
で
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
認
識
向
上
の
た
め
、
研

修
等
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　今
後
、
教
職
員
へ
の

研
修
に
取
り
入
れ
て
い
く
と
と

も
に
、
支
援
内
容
や
家
庭
へ
の

啓
発
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
の
連
絡
会
議

を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

大塚 あかね 議員（令和かがやき）

学校のトイレに生理用品を（イメージ）

■
そ
の
他
の
質
問

　

「
香こ

う

害が
い

対
策
に
つ
い
て
」

《Ｑ》水上公園のプールの再開を、市民の意見を反映させて
《Ａ》プール再開の実現性なども含め検討していく

水
上
公
園
の
プ
ー
ル
の

再
開
を
、
市
民
の
意
見
を

 

し
っ
か
り
反
映
さ
せ
て

　
橋
本
市
長
は
選
挙
公
約
で
、

「
民
間
資
本
な
ど
を
活
用
し
、

水
上
公
園
の
プ
ー
ル
の
復
活
」

を
掲
げ
た
。

質
問

　プ
ー
ル
再
開
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　プ
ー
ル
再
開
の
実
現
性

な
ど
も
含
め
、
年
間
を
通
し
て

利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
の
整

備
へ
検
討
を
進
め
、
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

質
問

　再
開
に
向
け
て
市
民
の

意
見
を
、
ど
う
反
映
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け

て
い
く
考
え
で
あ
り
、
手
法
等

が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
る
た
め

に
、
検
査
の
抜
本
的
な
強
化
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
中
で
、
感
染
防
止
の
た

め
の
検
査
も
重
要
で
あ
る
。

質
問

　感
染
が
心
配
な
市
民
や

職
場
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料

で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市
長

　Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
国
や
都

の
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
し
た
集
団
を
特
定
し
実

施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
不

特
定
多
数
の
無
症
状
者
を
対
象

に
検
査
を
実
施
し
て
も
、
全
て

の
陽
性
者
を
発
見
す
る
こ
と
に

は
つ
な
が
ら
ず
、
感
染
拡
大
防

止
に
直
結
し
に
く
い
の
で
、

現
時
点
で
は
、
市
独
自
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
対
象
を
拡
大
す
る

考
え
は
な
い
。

浜中 順 議員（日本共産党）

休
止
中
の
水
上
公
園
プ
ー
ル

■
そ
の
他
の
質
問

「
小
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ

い
て
」
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生涯学習センターゆとろぎ

《Ｑ》市債残高の内訳は
《Ａ》約２９億円がゆとろぎなどの建設事業債である

羽
村
市
の
財
政
の

将
来
性
に
つ
い
て

質
問
　市
債
残
高
の
内
訳
は
。

市
長
　令
和
２
年
度
末
の
一
般

会
計
の
市
債
残
高
は
、
平
成
13

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
に

借
入
を
行
っ
た
市
債
で
あ
り
、

残
高
約
78
億
円
の
う
ち
約
29
億

円
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と

ろ
ぎ
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
や

道
路
整
備
な
ど
の
建
設
事
業
債

で
あ
り
、
約
49
億
円
が
臨
時
財

政
対
策
債
等
で
あ
る
。

質
問
　返
済
期
間
は
。

市
長
　長
い
も
の
で
20
年
、
短

い
も
の
は
５
年
で
あ
る
。

質
問
　毎
年
度
の
元
本
の
返
済

額
は
。

市
長
　約
８
億
円
で
あ
る
。

質
問
　こ
れ
ら
の
返
済
原
資
と

な
る
も
の
は
何
か
。

市
長
　市
税
を
は
じ
め
と
し
た

一
般
財
源
と
な
る
。

質
問
　令
和
３
年
度
の
収
支
差

額
の
見
込
み
は
。

市
長
　予
算
の
執
行
状
況
や
補

正
予
算
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
見
込
む
こ
と

は
難
し
い
が
、
例
年
の
実
質
収

支
額
で
４
億
円
か
ら
７
億
円
程

度
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
問
　一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
繰
り
入
れ
て
い
る
金
額
は
。

市
長
　令
和
３
年
度
当
初
予
算

で
は
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
合
計
額
は
、
約
25
億
９
千
万

円
で
あ
る
。

質
問
　区
画
整
理
事
業
は
、
羽

村
大
橋
か
ら
新
奥
多
摩
街
道
へ

の
都
道
の
接
続
だ
け
で
停
止
し

た
場
合
の
費
用
は
。

市
長
　本
路
線
は
、
将
来
管
理

者
で
あ
る
東
京
都
が
施
行
を
進

め
る
立
体
交
差
部
の
計
画
が
関
係

す
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て
、事
業

停
止
に
言
及
し
、
単

に
費
用
を
算
出
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

櫻沢 康 議員（新緑会）

区画整理着手中の川崎４丁目地区

《Ｑ》財政再建をどのようなプロセスで進めるか

《Ａ》経常経費の枠配分や行政のスリム化により進める

今
後
の
市
政
運
営
及
び

現
状
に
つ
い
て

質
問
　財
政
再
建
を
最
重
要
課

題
に
挙
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
て
行
く

の
か
。

市
長
　財
政
健
全
化
は
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
経
常
経
費
の
枠
配
分
や

行
政
の
ス
リ
ム
化
等
に
よ
り
、

経
常
経
費
の
削
減
と
と
も
に
新

た
な
財
政
健
全
化
方
針
を
立
案

し
、
市
民
と
も
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　区
画
整
理
事
業
の
検
証

を
挙
げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
、
事
業
は
継
続
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　令
和
２
年
第
１
回
定
例

会
で
議
決
さ
れ
債
務
負
担
行
為

と
し
て
設
定
し
た
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
４
年
間
の

事
業
範
囲
に
つ
い
て
は
、
計
画

ど
お
り
整
備
を
進
め
る
。
着
手

し
て
い
る
地
区
の
整
備
を
着
実

に
進
め
る
中
で
、
事
業
の
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
や
現
状
に
つ
い

て
整
理
し
、
検
証
項
目
や
内
容

の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
第
三
者
委
員
会
な

ど
客
観
性
を
担
保
し
た
組
織
に

よ
り
検
証
を
行
い
、
結
果
を
踏

ま
え
、
方
向
性
を
導
き
出
し
て

い
く
。
第
三
者
委
員
会
の
所
掌

事
項
、
設
置
時
期
お
よ
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
現
時
点
で
は
未

確
定
。

質
問
　検
証
に
よ
る
事
業
の
遅

れ
を
地
権
者
は
心
配
し
て
い
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　着
手
し
て
い
る
地
区
に

つ
い
て
は
、
計
画
ど
お
り
整
備

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

ぎかいのトビラ（令和 3.8.1）13

《Ｑ》西口区画整理事業の検証とは事業の見直しか
《Ａ》事業を第三者委員会で検証。方向性を決める

区
画
整
理
撤
回
要
求
56
弾

質
問

　市
長
が
掲
げ
た
「
区
画

整
理
事
業
の
検
証
」
と
は
何
か
。

市
長

　令
和
５
年
度
ま
で
は
着

手
し
て
い
る
地
区
の
整
備
を
進

め
る
中
で
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み

や
現
状
を
整
理
し
、
事
業
内
容

の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
く
。
第

三
者
委
員
会
で
検
証
し
、
結
果

を
踏
ま
え
、
方
向
性
を
決
め
る
。

質
問

　国
土
交
通
省
が
示
す

「
沿
道
整
備
街
路
事
業
」
と
は
。

市
長

　用
地
買
収
方
式
と
区
画

整
理
事
業
の
利
点
を
組
み
合
わ

せ
た
方
式
。
沿
道
残
留
希
望
者

と
別
地
域
転
出
希
望
者
を
調
整

し
、
道
路
整
備
を
行
う
。

質
問
　飯
能
市
岩
沢
地
区
、
昭

島
市
中
神
地
区
な
ど
の
区
画
整

理
見
直
し
プ
ロ
セ
ス
は
。

市
長
　飯
能
市
は
「
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
し
、

事
業
区
域
を
見
直
し
。
除
外
区

域
は
、
地
区
計
画
等
で
整
備
。

昭
島
市
は
「
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
意
向
調
査
」
を
実
施
。

「
中
神
土
地
区
画
整
理
事
業
調

査
会
」
で
見
直
し
調
査
・
検
討

を
し
、
除
外
区
域
は
、
地
区
計

画
等
を
導
入
。

質
問

　市
長
の
検
証
方
針
を
受

け
、
移
転
拒
否
も
増
え
て
い
る
。

事
業
の
見
通
し
は
。

市
長

　移
転
の
諾
否
は
、
権
利

者
の
意
思
に
よ
る
。
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問

　以
前
、
市
の
幹
部
が
前

市
長
に
「
事
業
の
見
直
し
」
を

進
言
し
た
と
聞
く
が
。

市
長
　事
実
は
確
認
出
来
な
い
。

質
問

　先
行
取
得
地
の
数
と

面
積
は
。
有
効
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

市
長
　１
３
２
か
所
、
面
積
４

万
４
７
８
平
方
メ
ー
ト
ル
。
適

正
管
理
に
努
め
駐
輪
、
駐
車
場

や
町
内
会
活
動
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
。

区画整理用地の多くが鉄柵で囲われている

山崎 陽一 議員（世論）

《Ｑ》経常収支比率の引き下げ目標は？
《Ａ》まずは安定的に 100％以下に

橋
本
市
長
の選挙

公
約
に
つ
い
て

経
常
収
支
比
率
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て

  

経
常
収
支
比
率
が
高
く
な
る

と
財
政
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
。

羽
村
市
は
平
成
28
年
度
か
ら

１
０
０
％
を
超
え
て
お
り
、
財

政
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問

　公
約
で
経
常
収
支
比
率

の
引
き
下
げ
を
訴
え
て
き
た
が
、

４
年
間
で
ど
の
程
度
ま
で
引
き

下
げ
る
目
標
か
。

市
長

　景
気
な
ど
の
影
響
を
受

け
る
が
、
厳
し
い
経
済
状
況
下

に
お
い
て
も
財
政
運
営
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
ず
は

１
０
０
％
以
下
に
す
る
。

質
問
　目
標
値
ま
で
下
げ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
で
市
税

収
入
を
増
額
さ
せ
る
の
か
。
ま

た
経
費
の
削
減
を
図
る
の
か
。

市
長

　歳
入
、
歳
出
の
両
面
か

ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
企

業
誘
致
や
企
業
活
動
支
援
、
定

住
人
口
の
増
加
や
雇
用
環
境
の

向
上
に
よ
り
市
民
税
、
固
定
資

産
税
等
の
主
要
な
自
主
財
源
を

確
保
す
る
。
現
下
の
社
会
経
済

情
勢
に
お
い
て
、
経
常
収
支
比

率
を
早
期
に
引
き
下
げ
、
財
政

の
健
全
化
を
果
た
し
て
い
く
に

は
、
歳
出
削
減
に
よ
り
、
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
に
転
換

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　
こ
れ
ま
で
行
政
の
ス
リ
ム
化

に
よ
る
見
直
し
や
枠
配
分
方
式

の
導
入
に
よ
り
、
歳
出
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
次
期
の

長
期
総
合
計
画
や
行
財
政
改
革

基
本
計
画
を
一
体
的
に
策
定
し
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
を
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

梶 正明 議員（新緑会）

103.5103.5

平成
28年度
平成
28年度

平成
29年度
平成
29年度

平成
30年度
平成
30年度

令和
元年度
令和
元年度

105.8105.8

100.7100.7

102.6102.6

98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
（％）

羽村市の経常収支比率の推移
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《Ｑ》動物公園前交差点は早急に改良工事すべき

《Ａ》令和４年度の横断歩道橋撤去に向け進める

動
物
公
園
前

横
断
歩
道
橋
は
安
全
か

質
問
　耐
用
年
数
40
年
を
超
え

て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

市
長
　平
成
26
年
に
横
断
歩
道

橋
定
期
点
検
要
領
に
基
づ
き
点

検
・
修
繕
を
行
い
、
そ
の
後
は

職
員
の
点
検
を
実
施
し
て
き
た
。

耐
用
年
数
を
超
え
、
施
設
改
修

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
か
ら
撤
去
を
決
め
た
。

質
問
　通
学
路
の
安
全
基
準
・

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

市
長
　平
成
９
年
の
点
検
結
果

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
級

の
耐
震
性
能
を
持
っ
て
い
る
。

質
問
　早
急
に
交
差
点
の
改
良

工
事
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　歩
道
橋
の
撤
去
に
合
わ

せ
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
増

設
な
ど
も
行
う
。
令
和
４
年
度

の
撤
去
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
急
げ

質
問
　台
風
第
19
号
の
経
験
を

踏
ま
え
、
防
災
面
か
ら
羽
村
東

小
学
校
・
羽
村
西
小
学
校
の
ト

イ
レ
改
修
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な

い
か
。
ト
イ
レ
改
修
計
画
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
修
正
し
、

公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　学
校
施
設
の
老
朽
化

状
況
・
予
算
の
平
準
化
・
風
水

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
開
設

等
も
考
慮
し
、
計
画
を
見
直
し

概
要
を
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

質
問
　手
洗
所
の
蛇
口
交
換
に

は
補
助
制
度
も
あ
り
、
再
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　将
来
的
に
は
自
動
水

栓
が
望
ま
し
い
が
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
大
規
模
改
修

工
事
に
あ
わ
せ
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
今
こ
そ
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
を
」

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）

撤去予定の動物公園前の歩道橋

《Ｑ》「省エネ、再生可能エネの利用促進」をどう進めるのか

《Ａ》再生エネに資する設備導入などを今まで以上に進める

市
長
は
公
約
を

 

ど
う
具
体
化
す
る
の
か

　
「
西
口
区
画
整
理
」
や
「
財

政
再
建
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
議

員
も
質
問
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
他
の
内
容
に
つ
い
て
も
問
う
。

質
問
　「
省
エ
ネ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
」
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

市
長
　市
民
や
事
業
者
と
と
も

に
、
省
エ
ネ
・
再
生
エ
ネ
に
資

す
る
設
備
導
入
や
建
物
改
修
を
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
進
め
る
。

質
問

　「
移
動
販
売
車
の
推

進
」
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
長
　買
い
物
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
移
動
販
売
の
支
援
の

方
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

を
し
て
い
る
。

質
問
　「
健
康
で
生
き
が
い
を

持
て
る
高
齢
者
施
策
の
充
実
」

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
長
　き
め
細
や
か
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
自
立
支
援
に
資
す
る

取
組
み
を
推
進
す
る
。

質
問

　「
多
摩
川
を
生
か
し
た

周
辺
整
備
」は
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
長
　水
上
公
園
の
再
整
備
や
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
検
討
な
ど
を
進
め
る
。

質
問
　「
30
人
学
級
の
推
進
」

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
長
　特
に
、
小
学
校
低
学
年

で
は
30
人
学
級
へ
と
引
き
下
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
国
や
東
京
都
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
く
。

水
難
事
故
に
子
ど
も
た
ち
が

あ
わ
な
い
た
め
に

質
問
　学
校
で
は
、
着
衣
水
泳

訓
練
を
充
実
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　水
着
以
外
の
着
衣
で

水
に
入
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
な

ど
を
確
実
に
理
解
さ
せ
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

太陽光パネルの設置が進む市内小学校
（写真は栄小学校）

鈴木 拓也 議員（日本共産党）
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《Ｑ》緊急財政対策を実施すべきではないか
《Ａ》財政健全化に市民の評価も取り入れる手法を示す

市
長
は
羽
村
市
の
財
政
状
況
を

ど
う
捉
え
改
善
す
る
考
え
か

質
問

　現
状
の
羽
村
市
の
財
政

状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　歳
入
不
足
を
補
う
た
め

基
金
を
繰
入
れ
て
財
政
運
営
を

行
う
非
常
に
厳
し
い
局
面
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、
よ

り
一
層
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

想
定
し
て
い
る
。

質
問

　財
政
状
況
の
改
善
は
ど

の
く
ら
い
の
期
間
で
何
の
数
値

に
重
点
を
置
く
か
。

市
長

　ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
財

政
運
営
を
見
据
え
る
と
財
政
の

健
全
化
は
喫
緊
の
重
要
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
な
数

値
に
つ
い
て
は
、
今
後
方
針
を

定
め
る
中
で
検
討
し
て
い
く
が
、

基
金
の
積
み
立
て
や
経
常
収
支

比
率
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
目

標
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　緊
急
財
政
対
策
を
実
施

し
、
財
政
再
建
に
あ
た
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

　財
政
の
健
全
化
に
向
け

て
、
新
た
な
緊
急
財
政
対
策
や

市
民
の
評
価
を
取
り
入
れ
る
手

法
等
を
今
後
示
し
て
い
く
。

キ
ル
ギ
ス
柔
道
連
盟
と

今
後
ど
う
向
き
合
う
か

質
問

　こ
れ
ま
で
、
キ
ル
ギ
ス

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
受
入
れ
な
ど

で
執
行
し
た
予
算
は
い
く
ら
か
。

市
長

　合
計
で
約
２
０
４
０
万

円
で
あ
る
。

質
問

　今
後
、
日
本
で
開
催
さ

れ
る
国
際
大
会
に
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
が
出
場
す
る
場
合
、
同
様

の
受
入
れ
態
勢
を
と
る
か
。

市
長
　事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致

は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向

け
た
取
組
み
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
前
キ
ャ

ン
プ
受
入
れ
な
ど
の
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

　

「
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
地
域
は
ど
う
か
か
わ

る
か
」

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

《Ｑ》保健所設置の考えはないか
《Ａ》独自に設置することは現実的に難しい

保
健
所
の
設
置
に
つ
い
て

質
問

　保
健
所
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。

市
長

　独
自
に
保
健
所
を
設
置

す
る
に
は
、
人
口
30
万
人
以
上

の
「
保
健
所
政
令
市
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

羽
村
市
が
独
自
に
設
置
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

選
挙
公
約
に
つ
い
て

質
問

　「
学
校
教
育
の
充
実
」

と
は
。

市
長

　新
し
い
時
代
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
基
礎
・
基
本
の

知
識
と
技
能
を
育
み
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
と
い
っ

た
資
質
・
能
力
や
学
び
に
向
か

う
力
を
育
て
て
い
く
た
め
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
視
点
で
取
り
組
む
授
業

が
重
要
で
あ
る
。

質
問

　「
安
定
的
な
財
政
基
盤

の
構
築
」
と
は
。

市
長

　歳
入
基
盤
の
強
化
と
基

金
の
活
用
に
よ
り
持
続
的
か
つ

強
固
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る

こ
と
で
あ
る
。

市
制
施
行
30
周
年
に
つ
い
て

質
問

　市
制
施
行
時
、
10
周
年

時
、
20
周
年
時
の
記
念
事
業
の

決
算
額
は
。
30
周
年
の
記
念
事

業
予
算
額
は
。

市
長

　市
制
施
行
時
、
２
億
１

３
４
６
万
円
。

10
周
年
時
、
２
０
７
万
円
。

20
周
年
時
、
１
１
９
万
円
。

30
周
年
時
の
予
算
額
は
85
万
円

で
あ
る
。

質
問
　10
月
31
日
に
行
う
記
念

式
典
の
内
容
は
。

市
長
　自
治
功
労
者
表
彰
と
合

わ
せ
て
実
施
し
、
簡
素
な
中
に

も
創
意
工
夫
に
よ
り
、
羽
村
市

ら
し
さ
を
発
信
す
る
式
典
と
な

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

濱中 俊男 議員（新緑会）

羽村市を所管する西多摩保健所（青梅市内）

H27 28 29 30 R1
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000
（百万円）

11
88

278
153

1422

206
752

278
153

1422

206
752

財政調整基金
公共施設整備基金
福祉のまちづくり基金
羽村駅西口都市開発整備基金
教育振興資金
その他

（年度）

1264

891

1562

2558

299
165

1437

213
715

243
119
953

126
729

946

116
277
323

191
46
495
72
669

羽村市の基金残高の推移
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《Ｑ》小学校音楽活動の再開予定は
《Ａ》安全を最優先に考え段階的に行う

今
、
子
ど
も
た
ち
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か

質
問
　令
和
２
年
４
月
以
降
、

体
調
不
良
な
ど
が
理
由
で
学
校

を
休
む
児
童
・
生
徒
は
増
え
て

い
る
か
。

教
育
長
　文
部
科
学
省
が
実
施

し
て
い
る
「
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上

の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
で
、
令
和
元
年
度
と
令
和

２
年
度
に
病
気
で
欠
席
し
た
長

期
欠
席
児
童
・
生
徒
の
延
べ
人

数
を
比
較
す
る
と
、
令
和
元
年

度
19
人
、
令
和
２
年
度
38
人
と

い
う
結
果
で
あ
り
、
増
加
し
て

い
る
。

質
問
　小
学
校
で
の
音
楽
活
動

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
感

染
対
策
を
と
り
な
が
ら
活
動
を

再
開
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
個
別
練
習

や
少
人
数
で
の
練
習
な
ど
、
感

染
リ
ス
ク
の
少
な
い
活
動
か
ら
、

段
階
的
に
音
楽
活
動
を
再
開
し

て
い
く
。

質
問
　昨
年
か
ら
社
会
教
育
団

体
へ
の
学
校
体
育
施
設
利
用
制

限
が
続
い
て
い
る
が
、
近
隣
自

治
体
で
は
利
用
が
可
能
な
と
こ

ろ
も
あ
る
。
羽
村
市
で
も
検
討

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　５
月
31
日
に
開
催
し

た
市
の
対
策
本
部
会
議
に
お
い

て
検
討
し
た
結
果
、
市
内
に
お

け
る
屋
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

及
び
学
校
体
育
施
設
等
に
つ
い

て
も
、
「
社
会
体
育
施
設
の
再

開
に
向
け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
き

め
細
か
い
感
染
対
策
を
講
じ
た

う
え
で
利
用
を
再
開
す
る
。

印南 修太 議員（自由民主党創生）

利用再開となった富士見公園グラウンド

《Ｑ》組織の見直しや女性管理職の登用は

《Ａ》組織は適切に見直す、女性管理職目標 20％

新
し
い
市
政
に
つ
い
て

質
問
　コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
・
縮

小
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
は

こ
れ
を
機
に
意
義
等
を
検
証
す

べ
き
で
は
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
金
等
も
意
義
・
目
的
・

実
績
等
の
検
証
が
必
要
で
は
な

い
か
。
補
助
金
を
維
持
費
と
事

業
費
に
分
け
、
実
施
で
き
な
か

っ
た
事
業
費
に
つ
い
て
は
返
納

を
求
め
る
仕
組
み
に
し
て
は
ど

う
か
。

市
長
　ど
の
事
業
も
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
即
し
て
、
市
民
生
活

に
必
要
と
さ
れ
て
き
た
一
方
、

社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
様
式

が
変
化
し
て
き
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
イ
ベ
ン
ト
や
補
助
金

を
含
め
た
事
務
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
・
必

要
性
・
有
効
性
を
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
補
助
事
業
が

実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
不

要
と
な
っ
た
経
費
は
返
還
が
原

則
だ
が
、
繰
越
を
認
め
て
い
る

補
助
金
も
あ
る
の
で
、
今
後
見

直
す
。

質
問
　組
織
の
見
直
し
や
、
女

性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

市
長
　社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
、
行
政
課
題

や
行
政
需
要
に
的
確
に
取
り
組

む
た
め
に
は
、
組
織
や
事
務
分

掌
を
適
切
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ

い
て
は
、
「
羽
村
市
特
定
事
業

主
次
世
代
育
成
支
援
及
び
女
性

活
躍
推
進
行
動
計
画
」
で
、
女

性
管
理
職
割
合
を
20
％
に
す
る

目
標
を
定
め
て
お
り
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
や
、
能
力
向
上
の

た
め
の
研
修
な
ど
、
女
性
職
員

の
登
用
拡
大
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

　

「
行
政
評
価
に
つ
い
て
」

水野 義裕 議員（令和かがやき）

西多摩 4市の女性管理職比率等の状況

自治体名
市民千人あたり

女性管理職
比率

職員数 管理職数

青梅市 5.01人 0.52人 5.8%

福生市 6.41人 0.81人 15.2%

あきる野市 5.81人 0.71人 14.0%

羽村市 6.46人 1.04人 14.0%
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令和3年５月１日～令和3年７月３１日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

5月

６日� ▪第７回議会運営委員会
� � ▪第８回議会運営委員会
11日� ▪第４回羽村市議会臨時会（初日）
14日　▪第２回総務委員会
� � ▪第２回経済委員会
� � ▪第２回厚生委員会
� � ▪第９回議会運営委員会
� � ▪第４回羽村市議会臨時会（最終日）
� � ▪第４回広報委員会
19日� ▪羽村市土地開発公社評議員会
24日� ▪第５回議員全員協議会
26日� ▪�令和３年第２回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会臨時会
� � ▪�全国市議会議長会第97回定期総会（書面会議）
27日� ▪関東都市監査委員会定期総会（書面決議）
� � ▪�令和３年度三多摩上下水及び道路建設促進

協議会総会（書面会議）
28日� ▪東京都市議会議長会定例総会（書面会議）
� � ▪�令和３年第２回東京都市町村議会議員公務

災害補償等組合議会臨時会
6月

２日� ▪第10回議会運営委員会
９日� ▪第11回議会運営委員会
� � ▪�第６回議員全員協議会
10日� ▪第５回羽村市議会定例会（初日）
11日� ▪第５回羽村市議会定例会（２日目）
14日� ▪第５回羽村市議会定例会（３日目）
15日� ▪第５回羽村市議会定例会（４日目）
17日� ▪一般会計予算審査特別委員会(補正予算）
� � ▪�第７回議員全員協議会

18日� ▪第３回経済委員会
� � ▪�第３回総務委員会
21日� ▪第３回厚生委員会
23日� ▪第４回厚生委員会
25日� ▪第12回議会運営委員会
28日� ▪第５回広報委員会
30日� ▪第５回羽村市議会定例会（最終日）
� � ▪�第５回厚生委員会
� � ▪�第13回議会運営委員会
� � ▪�第８回議員全員協議会
7月

１日� ▪�全国市議会議長会基地協議会第100回理事会
６日� ▪�第53回三鷹・立川間立体化複々線促進協議

会及び第40回多摩地域都市モノレール等建
設促進協議会合同総会（書面会議）

７日� ▪令和３年西多摩衛生組合議会第１回臨時会
� � ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会正副

会長・委員長会議
８日� ▪第６回広報委員会
16日� ▪�令和３年第２回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会臨時会
21日� ▪�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２

委員会正副委員長会議（書面会議）
27日� ▪令和３年第２回福生病院企業団議会臨時会
28日� ▪令和３年第１回瑞穂斎場組合議会臨時会
29日� ▪西多摩地区議長会定例会議
30日� ▪�西多摩地域広域行政圏協議会審議会（代表

者会議）

５月26日、全国市議会議長会より、
冨松崇議員が在職10年以上の表彰状を贈呈されました。

※中嶋勝議員、富永訓正議員は辞退されています。

議 員 表 彰
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５
月
に
議
会
の
役
職
構
成
が
一
新
し
て

か
ら
初
め
て
の「
ぎ
か
い
の
ト
ビ
ラ
」発
行

と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
６
月
議
会
は
橋
本
新
市
長
と

な
り
初
め
て
の
議
会
定
例
会
で
あ
り
、
多

く
の
議
員
が
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
感
染
を
予
防

し
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
新
し
い
生
活
様
式
を
議
会
と
し
て
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
広
報
紙
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
く
分
か

り
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」を
心
が
け
、
議

会
の
活
動
を
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
冨
松
）

編 集 後 記

羽村市公式サイト
 https://www.city.hamura.tokyo.jp/

しぎかいカレンダー
●9月定例会の予定●

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土

	 	 	 	 8 /26	27	 28	

29	 30	 31	 9 /1	 2	 3	 4	

5	 6	 7	 8	 9	 10	 11	

12	 13	 14	 15	 16	 17	 18	

19	 20	 21	 22	 23	 24	 25	

陳情〆 　

本会議 本会議

本会議 常任委

本会議

常任委

決特決特 決特

本会議

予特
（補正）

議運

議会を見よう！知ろう！
〜次の定例会は９月〜

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで�！
新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り、傍聴の自粛をお願いしています。
※�議場にお越しになる際は、マスクの着用、
手指消毒や検温、連絡先の記入などのご
協力をお願いします。咳や発熱などの症
状がある場合は、傍聴を控えてください。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本
会議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、羽村市公式ウェブサ
イトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見ること
ができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の９月定例会審議予定分の締切
■議　運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
■予特（補正）
　…一般会計等予算審査特別委員会（令和３年度補正予算）
■決特…令和２年度決算審査特別委員会
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

26	 27	 28	 29	 30

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　
冨
松
　
崇（
委
員
長
）

　
山
崎
　
陽
一（
副
委
員
長
）

　
櫻
沢
　
康
　
　
　
　
浜
中
　
順

　
大
塚
　
あ
か
ね
　
　
西
川
　
美
佐
保

　
石
居
　
尚
郎
　
　
　
濱
中
　
俊
男


